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は じめに

ここ数年間女子大生(19～20歳)の 生体測

定を行 い、その生体を類型化 し、栄養摂取、

食品摂取、消費エネルギー等 との関係を検討

してきた。1)～4)

栄養、食品の摂取の変化、食生活の変化は

厚生省の行 う国民栄養調査においても栄養摂

取量、食品群別摂取量 に年次変化がみ られて

いる。5)栄養についてはエネルギーの減少、

脂質摂取のやや増加、食品については穀類、

果実の減少、緑黄色野菜、乳製品の増加など、

やや西洋化 した食事に変化 していると言われ

ている。外食率の年次推移 も増加 し食事の形

態 も変わってきている。

食事の変化に伴 って身体状況の変化 も表れ

ている。いずれの年齢階級で も身長、体重の

増加がみられるが、特 に女性は身長は伸 びて

いるが、体重は変化せず、やせ形 の人が増え

ているといわれている。6)しか し若 い女性の

生体の各部位についての、年次変化の様子に

っいての文献は少ない♂)～9)こ のため筆者

は、各部位 の形態がどのように変化 している

か9年 間の測定値にっいて、上身囲、手足囲

を中心 にその変化にっいて検討 して きた。10)

今回は若 い女性の、頭部を除 く、身体の長さ、

高さ、幅を中心にどのような変化があるかを

調 べ た。

測定方法

文教大学女子短期大学部2年 生(19～20歳)

に1994年 ～1998年 までの5年 間、5・6・7

月にか けて生体測定を行 った。マルチ ン氏型

人体測定器により、身長計ぐ触角計、滑動計

(ノギス)、 直尺、体重計、巻き尺で生体の43

ヵ所について測定を行 った。

図1に 、長 さ、高さに関する20項 目の測定

部位 と方法 にっいて示 した。測定の方法11)

については以下のように行 った。測定部位の

番号は測定 した順番を表 している。図の列記

は、図4の クうスター化に従 ってある。また

頭部、顔部の測定項目、手足の指、また屈伸

による上腕囲の違い、呼吸時、呼気時の胸囲

の測定項 目にっいては今回検討の対象 として

いないため、番号が抜けている。

3.胸 骨上縁高は床面から胸骨上点 までの

高 さを測定 した。

4.肩 峰高 は床面より肩峰点間の高 さで、

肩峰点は後寄 りにあるので、後方か ら測

定 した。

5.肘 関節高は床面から橈骨点までの高さ。

6.橈 骨茎高は床面から橈骨茎突点 までの

高 さ。
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13.座 高 は座面から頭頂点 までの高さ。

14.前 胴壁長 は3胸 骨上縁高か ら9.恥 骨

結合点 までの投影距離を引いて計算で求

めた。

16.前 腕長 は5.肘 関節高か ら6.橈 骨茎高

を引いて計算によって求めた。

10.膝 関節高は床面か ら脛骨点までの高さ。

この脛骨点は膝を曲げて観察 し、測定 し

た。

20.下 肢長 は10.膝 関節 高力・ら内果端高

(踝 の内側の点か ら床面までの高さ)を

引いて求めた。

15.上 腕長 は4.肩 峰高か ら5.肘 関節高を

引いて計算で求めた。

17.手 長 は7.中 指端高 か ら6.橈 骨茎高 の

値を引いて計算で求めた。

21.下 肢長 は8.前 腸骨棘高か ら身長に該

当す る値(150cm以 下を2、151～165c

mま でが3、166～175cmま でが4)を

引いた値 と9.恥 骨結合点 に3.5cmを 足 し

て、2で 割 った値を測定値とした。

8.前 腸骨棘高 は床面から前腸骨棘点まで

の高さで、左右腰骨を同時に探って測定

を行 った。

19.大 腿長 は8.前 腸骨棘高か ら10.膝関節

高を引いた値に0.93を かけた値 と、9.恥

骨結合上縁高か ら10.膝 関節高を引いた

値 に1.10を かけた値を足 して、2で 割 っ

た値とした。

図2に 囲に関係す る14項 目の測定部位と方

法にっいて示 した。

58.最 小寛上囲は、前方か ら見て最も幅の

小 さい位置で、その高さにおける胴体の

周囲の長さを測定 した。

40.胸 部矢上径は胸の厚みで、胸囲測定の

高 さで、水平に測定 した。

54.頸 囲は喉仏の直下の高さで、首の長軸

に直行するように測定 した。

65.下 腿最大囲は前方か ら見て、下腿輪郭

の幅が最 も広い高 さにおける下腿の周囲

を測定 した。

66.下 腿最小囲は足の内 ・外果の上方にお

ける下腿の最小の水平囲を測定 した。

60.上 腕囲は、腕を したに下 げた状態で、

上腕二頭筋の最 も膨隆 した所 を水平に、

周囲を測定 した。

62.前 腕最大囲は下垂 した前腕 が肘の数c

m下 で、最 も膨隆 している位置における、

前腕の周囲を測定 した。

64.大 腿最大囲は大腿内側の輪郭が最 も内

側に突出 した高さにおける、水平周囲の

長さを測定 した。

図3に 幅に関する9項 目の測定部位 と方法

について示 した。

42.腸 骨稜幅は、左右の腸骨稜点間は直線

距離を測定 した。

45.上 腕末端幅は上肢を自然に下垂 し、掌

を前方に向けて最外突出点間を測定 した。

50.大 腿末端幅は、両足をやや開昏て立 ち、

膝関節が屈曲する面に対 して垂直に計ら

た、膝蓋骨中点の高 さの水平横径を測定

した。

分析方法

各年度で測定部位43項 目についてクラスター

化分析を行った。 クラスター化分析とは各測

定項目の相関係数を求め相関係数の大きいも

の どうしをグループ化 してい く方法である。

各年度に従って、 このクラスター化を行 った

が、一部の項目をのぞいて、どの年 も図4の

よ うな樹形図を示 した。2項 目間を結んでい

る線の長 さは、相関係数の逆数を表 し、距離

が短い程相関が大 きいことを表 している。ク

ラスター化によって測定部位が3っ にグルー

プ化された。大きく3っ に分かれた中で、左

の20項 目のグループにクラスター化 されたの

は、身長を中心に、長 さ、高さに関わる項目

で あった。中央のグループにクラスター化さ
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図3幅 に関する測定部位と方法(9項 目)
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れたのは、体重を中心に、囲に関わる測定部

位であった。胴体の中心 となる胸郭幅、最小

寛上幅 もこのグループに含まれていた。右に

グループ化 された項 目は身体の幅に関わる項

目で、肩 ・腰 ・腕 ・足の幅が分類された。

また3っ のグループ、長さ ・高さに関する

測定値、囲に関す る測定値、幅に関する測定

値ごとに各年度の測定値の平均値、標準偏差、

変異係数を求めた。変異係数は標準偏差/平

均で、単位の異なる測定項目の分布を比較す

るために用いた。 このことは個 々人の身体の

特徴 は変異係数の大きい項 目について捉える

と、分布が広いため特徴をっかみやすいこと

によった。5年 間の測定項 目の平均値、変異

係数の直線回帰分析の有意性について も調べ

た◎

また各年度について項目単独でな く総合的

に捉え、胴体全体の長さ ・高 さ ・足全体 ・腕

全体 ・幅と4っ に分 けて、相対的に比較検討

した。

2.身 長

3.胸 骨 上縁 高

4.肩 峰 高

5.肘 関 節 高

12.指 極

52.足 長

6.橈 骨 茎 高

7.中 指 端 高

13.座 高

14.前 胴 璧 長

16.前 腕 長

20項 目

10,膝 関 節 高

20,下 腿 長

15.上 腕 長

18.上 肢 長

17,手 長

9.恥 骨 結 合 上縁 高

21.下 肢 長

8.前 腸 骨 棘 高

19.大 腿 長

14項 目

55.胸 囲(静 時)65,下 腿 最 大 囲

67.体 重

58.;最 小 寛 上 囲

59.骨 盤 囲

40.胸 部 矢 状 径

54.頸 囲

39.胸 享1～中冨

41.最 小 寛 上 幅

66.下 腿 最 小 囲

63.前 腕 最 小 囲

60.上 腕 囲(伸)

62.荊 腕 最 大 囲

64例大腿 最 大 囲

9項 目

42.腸 骨 稜 幅

44.最 大 寛 幅

43.臼 句月易雫ヨ・棘 ウ畠

38.肩 峰 幅

46.前 腕 末 端 幅

51.下 腿 末 端 幅

45.上 腕 末 端 幅

50.大 腿 末 端 幅

53.足 幅

図4生 体測定項目のクラスター化
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結 果

1)項 目のクラスター化分析

図4は1996年 、1997年 、1998年 の3年 間の

値 のクラスター化を樹形図で表 したものであ

る。各年度によって相関係数 に違いがみ られ

たが、各年度 とも前記の3つ に大き く分類さ

れることは共通 していた。高 さ ・長さの測定

項 目は20項目、上身囲 ・手足囲の測定項目は14

項 目、幅についての測定項 目は9項 目の、合

計43項 目を大 きく3つ にクラスター化するこ

とができた。長 さ ・高さの測定項目では身長

との相関係数が一番高 く、上身囲 ・手足囲の

測定項 目は体重 との相関係数が一番高い値を

示 した。

20項 目の中でも左側は胴体の長さ ・高さが

中心で、右側は手足に関す る長さ ・高 さが分

i類された。 中央の14項 目は、左側の8項 目は

胴体、右側 の6項 目は手足の囲に関す る項目

が分類された。幅に関する9項 目では丶左の

4項 目に胴体の幅、右の5項 目に手足の幅が

分類された。

2)平 均値 ・標準偏差 ・変異係数

表1に クラスター化 しだグループの、長さ ・

高さに関す る身体測定値を、年度別に示 して

ある。対象者は、1994年 は151人、1995年 は154

人、1996年 は158人 、1997年 は173人 、1998年

は149人 で、その測定値にっいてまとめた。平

均値 ・標準偏差 ・変異係数は表のとおりであ

る。19才 ～20才 の女性の、5年 間の平均値に

大 きな違いはない。平均の変異係数を比べる

と前腕長 ・上腕長 ・手長 ・大腿長の値が大き

く、分布が広いことが理解された。5年 間の

平均値の直線回帰分析の有意性 は膝関節高 ・

上肢長 ・前腸骨棘高で確認された。5年 間の

変異係数の直線回帰分析の有意性は胸骨上縁

高で確認された。

表2に クラスター化 したグループの、囲に

関する身体測定値を年度別に示 してある。平

均値 ・標準偏差 ・変異係数は表のとお りであ

る。変異係数を比較すると、体重 ・胸部矢状

径 ・最小寛上幅 ・下腿最大囲 ・上腕囲(伸)

・前腕最大囲 ・大腿最大囲の値が大 きく、測

定値が広 く分布 している事が確認 された。5

年間の平均値の直線回帰分析の有意性は体重 ・

最小寛上囲 ・頸囲で確認 された。変異係数の

直線回帰分析の有意性は体重 ・最小寛上囲 ・

胸郭幅で確認 された。

表3は クラスター化 したグループの、幅に

関する身体測定値を年度別に示 してある。平

均値 ・標準偏差 ・変異係数は表のとお りであ

る。変異係数を比較すると前腸骨稜幅 ・前碗

末端幅 ・下腿末端幅 ・上腕末端幅 ・大腿末端

幅 ・足幅は大 きく、測定値の分布が広い事が

確認された。5年 間の平均値の直線回帰分析

の有意性は上腕末端幅でのみ確認 された。

考 察

1)ク ラスター化分析

図4か ら1グ ループの胴体の長 さ ・高 さは、

手足の長さ ・高 さとは区別 されている。 この

ことは胴体の長 さ ・高さの伸長は、身長 との

相関を持 って行われるが、手足の長 さは身長

との相関が小 さいと考え られる。16.前 腕長

のみが14.前 胴壁長 と相関を持 っていて、手

足の長 さ ・高 さに関わる測定値の中では、一

番身長 との相関が大きい。

2グ ループの胴体の囲は体重との相関を持っ

て増減が行われるが、手足囲は比較的体重 と

の相関が小 さい事が この図か ら理解 される。

最小寛上幅、胸郭幅が2グ ルーに分類された

のは、体重 との相関が、肩 ・腰 ・腕 ・足の幅

より大 きいと考え られる。下半身の幅より上

半身の幅が体重の増加により関与 してること

が理解 され る。 このことは若い女性に特徴的

なことであるかどうかわか らないが、今後 こ

の点についての調査を進めたいと思 っている。

3グ ループの幅の大 きさでは、胴体の幅 と、
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表1長 ・高に関する身体測定値の年度別平均値、標準偏差、変異係数
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表2囲 に関する身体測定値の年度別平均値、標準偏差、変異係数

1994年 度(n=151) 1995年 度(η=154) 1996年 度(n=158). 1997年 度(n=173) 1998年 度(n=149) P且P2

14項 目 平均値 標準偏差 変異係数 平均値 標準偏差 変異係数 平均値 標準偏差 変異係数 平均値 標準偏差 変異係数 平均値 標準偏差 変異係数
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40.胸 部矢状径

54.頸 囲

39.胸 郭幅
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66.下 腿最小囲

63.前 腕最小囲

60.上 腕囲(伸)

62.前 腕最大囲

64.大 腿最大囲
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表3幅 に関する身体測定値の年度別平均値、標準偏差、変異係数

1994年度(n、51) 1995年 度(n置154) 1996年 度(n=158) 1997年 度(n;173) 1998年 度(n=149) PlP2
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女子大生の生体測定値の年次変化 一長さ・幅について一

手足の幅 とは相関が小 さいことが理解 される。

クラスター化された全体図で縦線の長 さを比

較すると、中央の2グ ループの囲に関する項

目が一番短 く縦線でつながれていることがわ

かる。 この ことは相関係数で比較す ると、2

グループの囲に関する項目が相関が高 く、次

いで1グ ループの高さ、長さの項目で、3グ

ループの幅の項 目は相互に相関が小 さいこと

が理解 された。すなわち、胴体の幅が大 きい

か らといって手足の幅が大 きいとは考えに く

くなる。

2)長 ・高に関する身体測定値の年度別平均

値 ・変異係数

表1を み ると5年 間の測定平均値 に大 きな

違いはなか ったが、膝関節高 ・上肢長 ・前腸

骨棘高の平均値 に直線回帰分析の有意性が見

られた。その他の項目では明確な有意性は見

られなかった。図5は 平均値の回帰直線であ

るが、上限 ・下限は変回帰係数を表 していて、

年度が1年 変化することに測定値に与 える影

響 を示 して い る。 膝関節高 で は1%有 意

(p〈0.01)で 、上肢長は5%有 意(p<0.05)

で平均値が減少傾向を、前腸骨棘高 は1%有

意(P<0.01)で 増加傾 向を示 した。 このこ

とは最近、腰骨の高さが高 くなっている事 は、

膝から下の長 さが長 くなったのではなく、そ

れより上の部分 と考えられる。図4を みると

8.前 腸骨棘高 は19.大腿長 ・21.下肢長 ・9.恥

骨結合上縁高 との相関が大 きい。10膝 関節

高 は20.下腿長 との相関が大 きい。 この事か

ら前腸骨棘高の年次変化が増加傾向を示 して

いる理由は前記の3項 目が原因で、膝か ら上

の変化であると考えられる。

上肢長の年次変化の減少は、相関係数:の高

い上腕長か手長、のどち らかの原因 と考えら

れる。図4の クラスター化された図か ら考え

ると、16.前 碗長は14.前胴壁長 との相関の方

が強 く、前腕長の年次変化の減少は考えにく

い。 これ故、腕全体の長さが短 くなってきて

いるのは上腕か、手長の減少 と考え られるが、

今回の調査だけでは明確になっていない。

5年 間の変異係数の直線回帰分析の有意性

は胸骨上縁高でのみ確認された。5%の 有意

(p<0.05)で 増加傾向を示 した。 この事か

ら測定値の分布が年々広がって来ていること

が理解 される。胸骨上縁高 は身長 との相関が

一番大 きいが、身長は平均値 も変異係数 も年

次変化 の有意性は、 この5年 間では確認され

なかった。身長は変化無 く、さらに胸骨上縁

高の測定値の大 きい人 と小 さい人の分布が、

広 くなったことは、胸骨上点か ら上の頭部 ・

頚部の長さの変異係数の変化に関係 している

とも考 えられる。 この点 についても今後考察

す る必要がある。

○平均値 一 理論値 … ・・一下限値 一 上限値

図5直 線有意性のある長さ・高さに関する

測定平均値の年次変化

一43一
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◆平均値 一 理論値 一下限値 一 上限値

図6直 線有意性のある囲に関する

測定平均値の年次変化

3)囲 に関する身体測定値の年度別平均値 ・

変異係数

囲に関 しては、前報10)で調査結果(1989年

～1997年 調査)を 報告したが、今回の調査(19

94年 ～'1998年)で も同 じ傾向を示 している。

体重 ・最小寛上囲 ・頚囲で平均値の直線回帰

分析の有意性を示 した。図6の よ うに、体重'

は5%有 意(p<0.05)で 増加傾向を示 し、

同様に最小寛上囲 も5%有 意(p<0.05%)

で増加傾向を示 した。頚囲は前回の報告 と同

様 に、1%有 意(p<0.01).で 減少傾向を示

した。

5年 間の変異係数では、体重 ・最小寛上囲 ・

胸郭幅で直線回帰分析の有意性を示 した。体

重5%有 意 てp<0.05)、 最小寛上囲5%有

意(p<0.05)で 胸郭幅5%有 意(p<0.05)

でいずれも増加傾向を示 した。体重 ・最小寛

上囲は前回にも報告 したが、 さらに胸郭幅で

測定の分布が広 くなったことが確認 された。

変異係数め有意性を示 したのは、長 さ ・高さ

では胸骨上縁高だけで、囲の測定値は体重を

中心 として、3測 定項 目に確認されている。

幅の測定項 目ではこの5年 問の調査の中では

変異係数の有意性は確認されていない。

若い女性の身体の年次変化の特徴 として捉

える時、変異係数が高 く、年次変化で増加 ・

減少の傾向を示 している測定項 目に注 目する

ことが適当と考えられる。5年 間長 さ ・高さ

に関する20の測定項目の変異係数の平均は0.05、

囲に関する14の 測定項 目の平均は0.08、 幅に

関する9項 目の平均は0.09で 幅が平均値 は一

番高い。項 目別では体重と最小寛上囲は変異

係数の値は高 く、さらに平均値の年次変化が

増加傾向を示 し、変異係数の年次変化 も増加

傾向を示 した。前記の3っ の傾向を示 した体

重 と、最小寛上囲に注 目すると身体の特徴を

捉える事ができる事が理解された。

■平均値 一 理論値 ・… 下限僮 一 上限値

図7直 線有意性のある幅に関する

測定平均値の年次変化

4)幅 に関する身体測定値の年度別平均値 ・

変異係数

5年 間の測定値の直線回帰分析において有

意性 を示 したのは、上腕末端幅で5%有 意

(p<0.05)に 増加の傾 向を示 した。図7で

示 してあるが、上限値 ・下限値の値の幅が狭

く、平均値と理論値が近似 していることがわ
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図8胴 に関する測定部位の年度別レーダーチャー ト

レーダーチ ャー ト目盛1.00:5年 間 の平均値

図9幅 に関する測定部位の年度別 レーダーチャー ト

レーダーチ ャー ト目盛1.00:5年 間 の平均値
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図10足 に関する測定部位の年度別 レーダーチャー ト

レーダーチャー ト目盛1.00:5年 間 の平均値

図11腕 に関する測定部位の年度別 レーダーチャー ト

レーダーチャー ト目盛1.00:5年 間 の平均値
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か った。表3に 見 られるように、幅に関する

測定値の変異係数は比較的大きく、分布が広

いが、5年 間の年次変化では増減が確認 され

なかった。

5)胴 体 ・足 ・腕の長さ、高さと幅のレーダー

チャー ト

各測定値から身体の変化を総合的に考察す

るため、 レーダーチャー トによって表 したの

が図8～ 図11で ある。1994年 ～1998年 の5年

間の平均値を レーダーの中心1.00と して、各

年度の測定項目の平均値を直線で結んだ図で

ある。

図8は 高さ、長 さの胴体 に関する測定部位

の年度別 レーダーチャー トを表 している。左

側の体重 と前胴壁長に年度による変化がみ ら

れるが、右側の身長 ・胸骨上縁高 ・肩峰高 ・

座高にはほとんど変化は見 られない。

図9は 幅に関する測定部位の年度別レーダー

テ ヤー トである。右側に位置する胴体の中心

となっている部分の変化は小 さいが、左側 に

位置する手足の幅は年度による変化が大 きい

ことがわかる。1996年 はレーダーチャー トの

グラフが円 く描かれているが、1998年 度のよ

うに手足の幅が平均値か ら外れると、グラフ

全体が円く描かれずに、別の部位の幅 もバ ラ

ンスが悪 くなることが理解される。 この事は

身体の幅は全体的に大 き くなるのではな く、

個々の部分で、他の幅と関係を持たず、幅の

大 きさが決まっていくことが理解 される。特

に手足の幅は、図4に 見 られるように、独 自

にその長さが決まっているようである。 この

事は遺伝的なものではなく後天的な要因によっ

て、たとえば運動、などによって変化 して く

るとも考える。 さらに調査が必要なことと考

えられる。

図10は 足の長 さに関する測定部位の年度別

チヤー トで、全体的に中央で円を描いている。

この事 は、若い女性は足頓長さの発達 に関 し

て はバ ラ ンス良 い ことが理解 され る。

図11は 腕 に関 す る測定部位 の年度別 チ ャー

トであ る。1994年 、1995年 は腕 の長 さのバ ラ

ンスが悪 いが、最 近 の1997年 、1998年 は円 に

な って いて、バ ラ ンスが良 くな って い る。

囲 に関する レーダーチ ャー トは前報で、1994

年 、1995年 は ほぼ全 体的 に円が描かれ て いた

が、近 年全体 の形 が変化 して きて、首 ・腕が

細 く、 胴囲 と下腿 が太 くな って きて い ること

を報告 した。

結 論'

1)5年 間の平均測定値は膝関節高 ・上肢長 ・

頸囲が小さくなり、前腸骨棘高 ・体重 ・最

小寛上囲 ・上腕末端幅で大 きくなっている。

2).胸 骨上縁高 ・体重 ・最小寛上囲 ・胸郭幅 ・

上腕末端幅の値の分布が広が っている。

3)下 半身の幅より上半身の幅が体重 の増加

に関係が大きく、胴体の幅 と手足の幅とは

相関が小さい。

4)手 足の長さ、高 さは身長 との相関が小 さ

く、前腕長 のみに相関が見 られた。
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